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日 時  令和６年５月２２日（水） １６時００分から 

 

場 所  近畿運輸局 会議室（船員部会室） 

 

出席者  公 益 委 員 横見委員、定岡委員、三輪委員（欠）、 

安達委員 

 

     労働者委員 浦委員、佐藤委員、坂上委員 

 

     使用者委員 礒合委員、土屋委員、開委員 

 

     運   輸   局 岩佐海事振興部長、三浦海事振興部次長、 

           土本船員労政課長、矢野船員労政課専門官、 

           衣川船員労働環境・海技資格課長 

 

 

議題１．管内の雇用等の状況について 

 

議題２．その他 
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議  事  概  要 

 

横見部会長： 

それでは、ただ今から第１８８回近畿船員部会を開催いたします。 

あらかじめお配りしております「第１８７回船員部会」の議事録につきま

して、ご承認をお願いしたいと思います。ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

横見部会長： 

無いようですので、ご承認をいただいたものとして取り扱わせていただき

ます。 

それでは、議題１の「管内の雇用等の状況」について、運輸局からご説明 

をお願いいたします。 

 

土本船員労政課長： 

それでは「令和６年４月分管内雇用状況」につきまして、ご説明させてい

ただきます。 

１．職業紹介状況 

①求人関係 

新規求人数は、５１人（前月比－６人、１０．５％の減、前年同月比：

－７１人、５８．２％の減）となっています。 

月間有効求人数は、１３０人（前月比－２６人、１６．７％の減、前年

同月比：－７１人、５８．２％の減）となっています。 

②求職関係 

新規求職者数は、１７人（前月比０人、増減なし、前年同月比：－７人、

２９．３％の減）となっています。 

月間有効求職者数は、３７人（前月比＋７人、２３．３％の増、前年同

月比－２２人、３７．３％の減）となっています。 



－4－ 

③成立状況 

当月の成立数は、３人（前月比：－２人、４０．０％の減、前年同月

比：－３人、５０．０％の減）となっています。 

④職員・部員別成立者内訳 

職種別の内訳は、甲板部職員１人、機関部職員１人、甲板部部員１人、

機関部部員０人、事務部部員０人となっています。 

年齢別については、１０歳代０人、２０歳代０人、３０歳代１人、４

０歳代０人、５０歳代０人、６０歳代２人、７０歳代０人となってい

ます。 

２．新規求人・求職者の取扱実績 

①職種別内訳 

新規求人の職種別内訳は、職員４１人（甲板部２４人、機関部１７人、

無線部０人、事務部０人）、部員１０人（甲板部７人、機関部１人、無

線部０人、事務部２人）となっています。 

新規求職の職種別内訳は、職員１０人（甲板部９人、機関部１人、無線

部０人、事務部０人）、部員７人（甲板部５人、機関部０人、無線部０

人、事務部２人）となっています。 

②新規求職者の退職理由 

内訳は、船舶所有者の都合が１人、定年退職０人、雇用期間満了１人、

本人の申し出６人、自己の健康０人、倒産０人、就労中３人、不明６人

となっています。 

③新規求職者の年齢別 

３０歳未満５人、３０歳代４人、４０歳代３人、５０歳代３人、６０歳

以上２人となっています。５０歳以上は５人で占める割合は２９．４％、

３０歳未満は５人で占める割合は２９．４％です。 

 

３．失業等給付金支給状況 
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当月末の受給資格者数は８人で、基本手当の支払実人数は０人、給付件

数は０件となっています。給付金額は０円です。前月は１人、１件の２５，

４７０円でした。 

それから、高年齢求職者給付金が０件０円、再就職手当が０件０円、就

業促進定着手当が０件０円よって、当月支給額計は、０円となります。 

 

４．月間有効求人倍率の推移 

４月の近畿船員は３．５１倍で、前月比－１．６９ポイント、前年同

月比、－０．２４ポイントとなっています。 

 

５．近畿運輸局、月間有効求人・求職状況 

①月間有効求人は１３０人で、このうち、新規求人者数は５１人となって

います。 

当局の紹介による求人側の成立は０人、他局成立は０名でございました。 

求人の取り消しは５０人で、理由の内訳は有効期限切れ４９人、自己応

募・縁故により採用０人、会社都合により取り下げ１人、その他は０人

となっています。 

 

②月間有効求職者は３７人で、前月との差は＋７人でした。 

当局の紹介による求職側の成立は０人、他局成立は３人でした。 

求職の取り消しは９人で、理由の内訳は期限切れ５人、自己応募・縁故

により採用１人、自己都合により取り下げ３人、その他０人となってい

ます。 

 

６．全国運輸局別の有効求人、有効求職、成立数、有効求人倍率 

①３月の全国の月間有効求人数は、３，０９９人で、前月比９７．４％、

前年同月比は９０．９％となり、３１１人減少しています。 

②３月の全国の月間有効求職数は、７１８人で、前月比１００．３％、

前年同月比７９．８％となり、１８２人減少しています。 
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③３月の全国の成立数は、５６人で、前月と同数、前年同月比では７１．

８％となり、２２人減少しています。 

④３月の全国船員の有効求人倍率は季節調整値により４．４１倍となっ

ています。３月の全国陸上は季節調整値により１．２８倍となってい

ます。 

以上が管内の雇用等の状況でございます。 

 

横見部会長： 

 ご説明ありがとうございます。 

 資料１、２、３について何かご質問等ございますでしょうか。  

 

横見部会長： 

無いようですので、それでは、次に議題２の「その他」に入ります。 

 運輸局の方から説明をお願いします。 

 

三浦海事振興部次長： 

資料４を説明申し上げます。 

まず、日本内航海運組合総連合会が出典している令和６年３月分の内航海

運の輸送動向調査の結果になりますが、貨物船と油送船を合計した輸送量は

前年同月比９３％となっております。 

前年同月よりも低気圧の発生が多く見られて避難等の輸送障害の頻度が増

したようです。 

貨物船は、鉄鋼、燃料（石炭、コークス）、紙・パルプが増加となった一

方で、原料、雑貨、自動車、セメントは減少となったようです。 

油送船は、全ての品目において前年同月の輸送水準を割り込んだ結果とな

ったようです 

３月の貨物船の輸送量は、前年同月比 ９４％、前月比 １１０％となっ

ています。 
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鉄鋼は 前年同月比 １０３％であり、低気圧通過の多さから輸送障害の

影響が顕著に表れたようですが、前月同様に前年同月の鉄鋼の輸送量が低水

準であったため反動増となっているようです。 

原料は前年同月比 ９３％。スラグは今月も反動増が見られている一方で、

石灰石、非金属鉱、金属鉱等の減少が原料全体を押し下げているようです。 

燃料は前年同月比 １２３％。石炭需要の高まりから燃料全体で大きく増

加した一方、コークスは減少しているようです。  紙・パルプは前年同月

比 １０４％。木材のバイオ燃料向け需要の旺盛な輸送が見られたようです。 

雑貨は前年同月比 ９５％。 

自動車は前年同月比 ８４％。一部メーカーの不正問題に伴う工場稼働停

止も工場稼働の再開から、２月下旬より輸送面においても徐々に回復しつつ

あるようです。 

セメントは前年同月比 ８６％。セメントの販売量は全国的に低調となり

輸送も減少傾向で推移しているようです。 

 

続きまして、油送船の輸送量ですが、前年同月比 ９２％、前月比 １０

０％となっています。 

黒油は前年同月比 ９０％。暖冬による気温の上昇により低い水準となっ

ているようで、 

白油は前年同月比 ９２％。好調が継続していたジェット燃料油の販売数

量の減少や、気温が高温で推移したため灯油の需要は低く推移したようです。  

ケミカルは前年同月比 ８９％であり、販売数量の伸び悩みなどにより低調

に推移しているようです。 

 

それでは４ページ以降、貨物ごとの状況です。３月の欄と対前月の欄をご

覧下さい。 

鉄鋼ですが、 前年同月比で １０２．６%、前月比では １０６．３% 

原料は、   前年同月比で  ９３．１%、前月比では １０２．８% 

燃料は、   前年同月比で １２２．８%、前月比では  ９５．３% 

紙・パルプは、前年同月比で １０４．２%、前月比では １１７．２% 
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雑貨は、   前年同月比で  ９４．６%、前月比では １０９．５% 

自動車は、  前年同月比で  ８４．４%、前月比では １３２．５% 

セメントは、 前年同月比で  ８５．８%、前月比では １０１．６% 

貨物船全体の輸送量は、１，７１７万６千トンで前年同月比で９３．７%、

前月比では１０９．６%となっています。 

 

黒油（こくゆ）は、前年同月比で  ８９．９%、前月比では １００．７% 

白油（はくゆ）は、前年同月比で  ９２．３%、前月比では １００．０% 

ケミカルは、   前年同月比で  ８９．３%、前月比では １００．８% 

一般タンカーの輸送量は、７４２万トンで前年同月比で  ９１．４%、前

月比では １００．２%となっています。 

 

続きまして、 

高圧液化は、   前年同月比で  ９３．９%、前月比では  ９６．８% 

高温液体は、   前年同月比で  ９６．６%、前月比では １００．０% 

耐腐食は、    前年同月比で  ９１．１%、前月比では １０５．７% 

特タン船の輸送量は、１０１万４千トンで前年同月比で９３．０%、前月比

では１００．３%となっており、全てのタンカーの合計は、 ８４３万４千

トンで前年同月比で ９１．６%、前月比では １００．２%となっています。 

 

次に資料５、令和６年３月における長距離フェリーの輸送実績でございま

す。 

３月の欄と、右のほうの対前月、対前年同月比のところをご覧ください。 

まずは「トラック」ですが、 

北海道方面では、１０，６５６台で、前月比１０９．０%、前年同月比で

９８．９% 

北九州の新門司港では、３４，２５９台で、前月比１１６．７%、前年同

月比で１０６．０% 

中九州の別府・大分方面では、１０，７２５台で、前月比１１９．８%、

前年同月比で９４．９% 
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南九州の宮崎・志布志方面では、１３，１８１台で、前月比 １０６．

３%、前年同月比で １０５．３% 

となっています。 

 

次のページの「旅客」では、 

北海道方面では、８，９８０人で、前月比 １８３．９%、前年同月比で 

１１６．４% 

北九州の新門司港では、１０２，７４０人で、前月比 １６５．０%、前

年同月比で １０９．６% 

中九州の別府・大分方面では、４３，３３４人で、前月比 １５２．３%、

前年同月比で １０３．９% 

南九州の宮崎・志布志方面では、３４，５６９人で、前月比 １３５．

７%、前年同月比で １０２．５% 

となっています。 

 

最後に、次のページの「乗用車」では、 

北海道方面では、３，５０９台で、前月比２１０．２%、前年同月比で 

１０７．３% 

北九州の新門司港では、２９，０８７台で、前月比１４１．８%、前年同

月比で １０７．２% 

中九州の別府・大分方面では、５，８９５台で、前月比１７０．９%、前

年同月比で  ９６．１% 

南九州の宮崎・志布志方面では、８，９９５台で、前月比１４０．１%、

前年同月比で８８．４% 

となっています。 

  

３月は、トラックの輸送実績は、北九州航路は増加傾向にありますが、そ

の他の航路は、ほぼ横ばいになっている状況が見受けられます。 

旅客の輸送実績は、増加傾向になっているようです。 
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乗用車の輸送実績は、北海道・北九州航路は増加傾向にありますが、その

他の航路は、ほぼ横ばいになっている状況が見受けられます。 

 

私からの説明は以上でございます。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

それでは、資料４、５について何かご質問等ございますでしょうか。 

 

 

ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは次に、事務局より報告事項がございますので、お願いします。 

 

・船員労働災害防止優良事業者の令和６年度募集について 

〔 衣川船員労働環境・海技資格課長（報告） 〕 

 

横見部会長： 

  ありがとうございました。ただいまの件についてご質問はございますで

しょうか。 

 

横見部会長： 

 優良事業者認定証の有効期限が３年とありますが、３年を超える場合は更

新されるのでしょうか。 

 

衣川船員労働環境・海技資格課長： 

 有効期限が満了となる認定事業者は有効期限を更新することで引き続き優

良事業者として認定されます。２級の事業者については、１級にステップア

ップして認定を受けられる事業者がほとんどです。 

 なお、１級認定後、継続して７年間認定されている船舶所有者には、船員

安全推進賞が授与されます。 
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浦委員： 

 認定基準で災害・疾病発生状況が基準内とありますが、どのような基準で

すか。 

 

衣川船員労働環境・海技資格課長： 

１級の例でいうと、認定申請日以前５年以内に、船員数１００人以下であ

れば災害または疾病のために３日以上休業した船員数が１人以下、１０１人

か２００人までは２人以下・・・といった基準となります。 

 ２級となると、認定申請日以前３年以内に、船員数６０人までは１人以下、

６１人から１３０人までは２人以下・・・といった基準となります。 

 なおかつ、１級２級ともに、死亡または行方不明者がいないことが基準と

なります。 

 

浦委員： 

 災害はともかく、高齢者の船員が多い状況であれば疾病発生件数も多くな

ってくると思われるのですが、どうでしょうか。 

 

衣川船員労働環境・海技資格課長： 

 疾病のみの件数で見るとほとんどが新型コロナ感染症ですので、高齢者数

との関連はそれほどないかとおもいます。 

 

横見部会長： 

 疾病の定義はありますか。 

 

衣川船員労働環境・海技資格課長： 

 船員法１１１条で災害疾病発生状況の報告義務が定められており、船内で

の作業など業務上関係する場所で発生した災害・疾病が当てはまります。下

船中に発生した病気は計上されませんが、新型コロナのように船内で感染が

想定されるような感染症が当てはまります。 
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横見部会長： 

 ほか、何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、次に、船員政策や船員労働全般に関わる様々な問題について、

ご意見や情報などございましたらご発言をお願いいたします。 

 では、まず労働者委員のほうから何かございますでしょうか。 

 

佐藤委員： 

 内航の仮バース地について、以前も船員部会で話をさせていただいた仮バ

ースの場所が足りないという話に加えて、港湾管理者への仮バース申請が平

日業務時間内でないと申請できない状況があり、土日・連休前となると、事

前にスケジュールを把握しておく必要があります。船種によっては、次の港

の予定が前日に決まるといったことも多く、連休になると申請できないとな

って非常に効率が悪い。自治体になるかと思うが、インターネット等休日で

も申し込みできれば船員の休みも取りやすいのですが、改善いただけないで

しょうか。 

 

三浦海事振興部次長： 

 港湾局等に対して機会があればお伝えしたいと思います。 

 

横見部会長： 

 はい、ありがとうございました。 

 ほか、労働者委員のほうから何かございますか。 

 
浦委員：  
 海員組合の方で、今年に蒲郡市でフェリーをチャーターして小学生を対象

とした体験乗船を企画しており、蒲郡市との打合わせの際に、中部運輸局が

若手職員に港湾施設などのプレゼンをさせる機会を体験乗船中に作ってもら

いたいという話があり、いい話なので是非協力させてもらう方向で進めてい



－13－ 

るところです。近畿運輸局ではそういったプレゼンを行うようなカリキュラ

ム等はありますか。  

 
岩佐海事振興部長：  
 出前講座等機会があれば職員が説明することはあります。全く知識のない

若手職員がいきなり外部に向けてプレゼンというのは難しいので、まずは現

場を知ってもらうために船に乗せて港湾の勉強をさせるということを企画し

ています。  

 
土本船員労政課長：  
 小中学生を対象にした体験乗船等の出前講座では海の仕事全般について外

部の講師に依頼して説明していただいたり、職員が説明したりといったこと

は行っております。  

 
土屋委員：  
 自治体が開催するポートセールスなどは大規模に行われていて、さすがに

若手ではなかったですが運輸局が講演する機会も多いです。  

 
横見部会長：  
 体験乗船や出前講座は小学生だけが対象ですか。  

 
浦委員：  
 中学生、高校生対象はあまりありません。小学生の早いうちに海・船のこ

とを知ってもらうというところはあります。  

 
岩佐海事振興部長：  
 中学生を対象とした出前講座もあります。港湾だけではなく物流施設見学

を合わせたりなど、機会をみつけて働きかけをしています。  

 
横見部会長： 
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 はい、ありがとうございました。 

 ほか、労働者委員のほうから何かございますか。 

 
 それでは、使用者委員の方からいかがでしょう。 

 

土屋委員： 

 海技学校に訪問した際に聞いた話ですが、本年度は３年生が３０人定員中

１７人しかいないそうです。もともと定員割れだったみたいで、今の１年生

と２年生は唐津海技学校がなくなる影響か３０人の定員は充たしているよう

です。将来の船員関係学校への進学者増のためにも小学生に船の仕事のこと

をまず知ってもらうというのは重要かと思います。 

 

横見部会長： 

 はい、ありがとうございました。 

 そのほか、公益委員の方からいかがでしょうか。 

 

 それでは、事務局の方からいかがでしょう。 

・「輝け！フネージョｉｎ九州第２弾」動画について 

〔 三浦海事振興部次長（ＰＲ紹介） 〕 

 

横見部会長： 

 はい、ありがとうございました。 

 私も動画を見ましたが、船の仕事をするのに女性だからといって躊躇する

理由は全くないといったことがよくわかるＰＲ動画となっています。 

 こういった取り組みを進めて行くことで海事産業への女性進出、人手不足

解消も進むのではと期待しています。 

 また、女性の方がなぜ海の仕事に就かれたのかをみると、小さい頃から海

の近くに住んでいて船を見ていた、お父さんが船の仕事をしていたなど、小

さい頃から船・海のつながり体験があって海の仕事を選んだ方が多かった印

象です。 
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 浦委員から体験乗船の話がありましたが、大事な取り組みと思っています。 

  

 ほか、何かございますか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは本日の部会は終了いたします。 

次回は６月２６日（水）１６時００分からとなっておりますので、皆様よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

(配付資料) 

 資料１．令和６年４月分 近畿運輸局管内船員職業紹介実績表 

 資料２．令和６年４月分 月間有効求人・求職状況（近畿管内） 

 資料３．令和６年３月分 局別月間有効求人数（商漁船・職部員別）等 

 資料４．内航輸送実績状況（令和６年３月分まで） 

 資料５．長距離フェリー輸送実績の推移（令和６年３月まで） 

 資料６．船員労働災害防止優良事業者の令和６年度募集について 

 

 


